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【研究の背景・目的】 

統計数理研究所では、1953 年以来、「日本人の国

民性」調査を継続してきた。 この研究は 1970 年頃

より国際比較調へと拡張され、「連鎖的比較 

(Cultural Link Analysis)」や「文化多様体解析

(Cultural Manifold Analysis)」と呼ばれる方法論

が発展し、「データの科学」という実践パラダイム

の展開へ結びついている。 

21 世紀初頭の今日、世界秩序の再構成が進み、

国家を超えた単位によって構成された国際社会が

生まれつつある。それが世界の平和と繁栄へと繋が

るためには、国家間、民族間の円滑な相互理解が重

要である。その成功のためには、現在の国内外の状

況を適確に把握する必要がある。われわれの研究の

主目的は、各国の人々の意識構造の統計科学的解明

にある。 

 
【研究の方法】 

特に、以下 a)～c)に重点をおいて研究を遂行する。 

a) 文化の伝播変容を統計科学的に解明するため、

アジア・太平洋諸国の人々の意識構造について統

計的標本抽出法に則った面接調査を遂行する。 

b) 特に、21世紀における国際交流の中で、アジア・

太平洋諸国民の「信頼感」のあり方に焦点を当て、

世界の政治・経済の平和的発展の一助となる基礎

情報の収集を推進させる。 

c) 収集した「アジア・太平洋諸国民の意識調査」

の情報を中心に、既存の「意識の国際比較調査」

データとともに世界へ一般公開する。  
 
【期待される成果と意義】 

日本は少子高齢化社会の中で労働人口が減少

し、外国人労働者の積極的受け入れ等を始め、国

際交流が必然となろうが、これに伴い、日常生活

の中でも異文化間摩擦が様々な形で現われて来る

に違いない。また、近年の「東アジア共同体」の

具体化に伴う、EUや南北アメリカ圏との国際関係

が構想され、異文化間理解、文化変容の研究がま

すます重要となってくる。 

本研究で「アジア・太平洋諸国の国際比較デー

タ」を、統計的に信頼できる方法で収集し公開す

ることで、調査データが広く世界の人々に活用さ

れ、国内外での異文化間摩擦を回避し、世界の秩

序の維持と発展の一助となり、また、世界の人文

社会科学の研究者、統計学者の多様な実証研究を

も促進させることを期待する。 
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【研究期間と研究経費】 

 平成２２年度－２６年度 

  １１４，１００千円 

 
【ホームページ等】 

http://www.ism.ism.ac.jp/~yoshino/ 

http://www.ism.ac.jp/souran/kenkyusya/  
yoshino_ryozo.html 
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